例文番号の付け直し
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　肯定文と否定文の区別がない言語はないだろう。次に示す日本語の例文で言えば、(1)～(3)と(6)は肯定文、(4)～(5)と(7)は否定文である。

(1) 例文番号の付け直しは手間がかかる。

(2) 間違いも起きやすい。

(3) ストレスもたまる。

(4) 特に何度も番号を付け直すときの苦痛は耐えられない。

(5) こんな作業は人間がすることではない。
(6) 機械に任せるべき作業だ。
(7) 手作業では時間がかかるが機械なら１秒もかからない。
　しかし、肯定文と否定文の区別は実のところ自明というわけではない。

　　(8) a. 今例文番号を手作業で付け直すと間違いが起きるかも知れない。

　　　 b. すぐに原稿を仕上げないと締切りに間に合わないのだ。

表面上(8a)は否定の「ない」で終わるから否定文だと考えるべきなのであろうか？ 一方、(8b)は否定辞で終わらないが、否定文のように感じる人もいるだろう。これらは肯定文、否定文のいずれと見ればよいのであろうか？ 云々
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